レポート
文化財連続講座「加納家と一宮」
第5回「加納久朗と吉田茂」

平成31年3月22日(土)午後1時30分より、一宮町中央公民館1階大会議室で、連続講座「加納家と一宮」の第5回目が開催されました。
　この連続講座は平成31年（2019）に没後100年を迎える最後の一宮藩主で、元一宮町長・加納久宜（かのう・ひさよし）公を顕彰する事業の一環で、今回が最終回の講座です。
　第5回目の今回は「加納久朗と吉田茂」と題して、國學院大學文学部准教授の柴田紳一氏をお招きしてご講演をいただきました。当日は、町内外から50名の参加者の方が参加しました。
　町が所蔵する「加納家史料」の中には、加納久朗宛の吉田茂書簡が約30通収められています。柴田先生は2011年に中央公論新社から出版された『吉田茂書翰追補』という本の中で、これらの書簡の翻刻文を掲載していただいたことから、この度講師をお願いする運びとなりました。
　当日はこの前週まで一宮町保健センター3階小会議室で開催していたミニ資料展示「加納久朗と吉田茂」の会場も大会議室へ移し、展示していました。
　また、柴田先生が所蔵する加納久宜の掛け軸や町内の個人の方が所蔵する加納久宜・立花種恭・加納久朗の3幅の掛け軸も展示され、会場をにぎわせました。
　柴田先生には、戦前の時代背景や加納久朗と吉田茂の3つの共通点について、わかりやすくお話をいただきました。柴田先生ありがとうございました。
　重ねて、柴田先生にはご所蔵の掛け軸を町にご寄贈いただきました。町の「たから」として大切に保管させていただきます。ありがとうございました。
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▲講演する柴田氏
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